
架空配線にご注意を！！
定期調査で事故を未然に防止！！
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■現場の状況と 対策

■技術者から のワンポイ ント アド バイ ス

定期調査で自動車工場に伺った際、 屋外メ ータ ーで漏電の疑いがある数

値を確認し まし た。 その後、 屋内分電盤での詳細測定では正常値を示し た

ため、 特定の条件で発生し 、 測定タ イミ ングによって数値が変動する一時的

な漏電現象「 間欠漏電」 の可能性が高いと 考えられました。

まず、 測定値が変動する状態を確認し ていたので何かの断続的な接触不良と 推測し まし た。

その後、 お客さ まに状況をご説明し て工場内の配線のキズや変色を確認し まし た。 また、 外周が沿岸部・ 強風と い

う 外部条件を考慮し 、 配線の揺れやすい場所や、 建物と 接触し そう な箇所を重点的にチェ ッ ク し まし た。

結果、 工場から 事務所へつながる架空配線の事務所側接続部付近の壁面に焦げ跡を 発見し まし た。 原因は、 稚内の

強い潮風にあおら れて架空配線が激し く 揺れ、 壁面と の接触が繰り 返さ れたこ と により 、 絶縁保護テープが摩耗・ 剥

離し て露出し た充電部が壁面と 接触（ 地絡） し たこ と で火花が発生し 、 壁面の焦げや穴あきが生じ たと 判断し まし た。

調査後、 お客さ まご自身で焦げ跡にパテで応急処置をし 、 露出し た充電部はテープ巻き を施し て風で壁面に触れない

よう 離隔さ れまし た。

今回は局所的な焼損に留まり まし たが、 こ れは危険な火災事故予兆と 言えます。 当該工場は

築5 0 年以上の年数が経過し ており 、 漏電を検知し て遮断する漏電ブレ ーカ ーが未設置でし た 。

火災や感電のリ スク が高いため、 安全確保の観点から 異常を検知し て遮断する装置の設置を強

く 推奨し まし た。
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